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平成３０年５月の優しさ通信

生活援助 使い過ぎ抑制

介護計画 月 30~40回で届出 厚労省

・厚生労働省は介護が必要な高齢者の身の回りを世話する「生活援助」につい

て、平均以上の利用回数になる介護計画（ケアプラン）を市町村に届けるよう

義務付けます。

・過剰な利用を洗い出し、本人の自立支援や重度になるのを防ぐ中身かどうか

を検証。

・ 10月から始めます。ケアマネージャーに届出を義務付け。

・月 30~40回前後の利用が対象で、対象者は年間で数万人規模。

・生活援助の利用者（485,000人）は月間平均で 11回程度使っています。

・そのうち 31回以上の利用者が 25,000人を占め、100回を超える例もありまし

た。

（2018年 4月 3日 日本経済新聞記事から抜粋引用）

介護職員の処遇改善 月給 13,660円増 ベア実施は 2割

・厚生労働省は、介護施設で働く常勤介護職員の平均月給が 2017年 9月時点で

297,450円と、前の年と比べて 13,660円増えたと発表しました。

（2018年 4月 5日 日本経済新聞記事から抜粋引用）

飲み込みやすくし食べきる

・体力が低下しがちな高齢者は特に、用意した食材を食べきることが可能かど

うかが栄養状態に直結しやすくなります。

・水分量が少なくパサパサしがちなものは食べにくくなります。

・調理器具をうまく活用するのも一案です。

・酢の物や酸味の強い果物は、せきや誤嚥を招きやすくなります。

・果物は甘さの強い、完熟のものを選びましょう。

・適温の飲み物を少しずつ、ゆっくり流し込むとよいでしょう。

（2018年 4月 28日 日本経済新聞記事から抜粋引用）
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介護保険料 止まらぬ上昇 自治体の 8割上げ／健保も 3割

給付抑制が急務

・ 65歳以上の介護保険料は、8割の市区町村で上がりました。

・企業の健康保険組合では、全国の約 1400組合のうち 3割が 2018年度に保険

料率を引き上げました。介護給付費は過去 10年間で 57%増えました。

・ 65歳以上の介護保険は市区町村や広域連合が運営します。保険料は自治体が

3年ごとに見直します。月額 6000円を超える自治体は前期の 1割強から 4割に

増えました。制度が始まった 2000年の全国平均は 2911円。大阪府では大阪市

は 7927円が最も高額。

・ 40~64歳の会社員らが負担する介護保険料は、2018年度の月平均が 5723円。

10年前に比べ 45%増えました。

・介護給付費は 2015年度で約 9兆円。10年間で 57%増えました。この間の国民

医療費の伸びは 3割弱。

・「団塊の世代」が全員 75歳以上となる 2025年度には、65歳以上の保険料はさ

らに上昇。

※介護保険制度 自己負担、一部 3割に上げ

・介護が必要な高齢者を社会全体で支えるĭ組みとして 2000年度に始まりまし

た。

・市区町村からĮįをİけた利用者がıĲĳや食事の支援のĴか、ĵĶ、洗ķ

などのサーĸĹをİけらĺます。40歳から保険にĻļします。

・介護保険サーĸĹの費用は、自己負担分をĶいてĽ分を介護保険料、ľりĽ

分を国とĿŀ自治体のŁ費でłいます。

・保険料は 65歳以上が市区町村を通Ńて支ńうŅ 1ņ保険料と、40~64歳のŇ

ň世代が健康保険組合など医療保険者を通Ńて支ńうŅ 2ņ保険料からなりま

す。

・自己負担はŉŊ 1割で高ŋŌ者は 2割を支ńいます。

（2018年 4月 19日 日本経済新聞記事から抜粋引用）
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ō月の福祉用具－ŎŏŐ連用具

その５ ŎŏőŒで使用さĺる用具

œŔ解ŕŖ

・日本の木ŗŘřのŚ合、Ř物を保護するためにĿśからŜ５ŝŞşを上げる

ことがŘřŠšŢでţめらĺてŤり、ťいす利用者などがŦŐの上がりŧを自

Ũに出ļりすることはũŪでした。

・œŔ解ŕŖはŤŤむū１Ş以ŬのœŔがあるŚ合などで、Ĺŭープを設Ůす

るĹůーĹがŰ分にない時などにűŲです。

・Ůくだけで使用でき、しかも最も下にųりた時に人やťいすのŏるテーŴŵ

がĿśより１．５ŝŞ程度になるものもŶ発さĺています。

・昇ųはŷŸのものとŹőのものがあります。

・źŻ防止やżなどがしっかりŽり付けらĺているものや昇ų時、特に上昇し

たときにテーŴŵのžĺが少ないものがſ全です。

（ƀ考Ɓ福祉ƂƃƄƅーƆƇネーƈーテƉĹıƊ福祉用具ƋƌƍƎ員ƏƐ用テƉĹıより）


